
明智 光秀」について 令和２年度・ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」

明智 光秀

明智氏＝清和源氏・土岐氏の支流氏族。

・発祥地は、美濃国明知（現・恵那市明智町）　→　土岐宗家 ５代頼遠が美濃の長森城

（現・岐阜市切通6丁目）へ移転したことに伴い、宗家は明智荘（現・可児市）へ移転。 

・戦国時代に、斎藤道三が土岐氏（頼芸）を降し美濃国を掌握すると、その傘下に入り生

き残りを図る。　→　道三・義龍父子の内紛で道三に味方したため攻め滅ぼされるが、

光秀は落ち延びる。

・光秀は、越前の朝倉氏に仕えたのち、朝倉氏に寄宿していた足利義秋(のちの義昭)を

織田信長に仲介し、細川藤孝とともに征夷大将軍として擁立する。

・光秀は信長の統一事業に活躍し、坂本城主・丹波亀山（亀岡）城主・福知山城主に。

　（信長が義昭を追放した後は、信長のみに仕える）

・1582年、光秀は”本能寺の変” で信長を討つも、”山崎の戦い” において羽柴秀吉の前

に敗死した。

　（光秀の一族のうち嫡流の明智光慶や光秀の従兄弟で娘婿であった明智秀満などの

　主だった者は、自害。）

「光慶（ﾐﾂﾖｼ）」

（1569？～1582）

　妻木範煕・女

　「煕子」 長女

 （？～1576病死）

＝

＝

 「明智光春（秀満）」

「光 秀」

「明智光継」 「明智光綱」 （1528？～1582） 次女

（1497～1535）

＝

＝

「信教」？  「明智光忠」

 「お牧」の方 「光春」？

（生没年・不詳：後記） 「玉」（３女）：ガラシャ＝

「細川忠興」（藤孝の子）

４女＝

「織田信澄」（信長の弟の子）

㊟「光秀」の子女

　『明智軍記』＝３男４女。　「明智系図」＝６男７女。

「明智光安」 「秀満」 … 光秀の娘婿で光秀の重臣。

(1500～1556） （1536～1582） （左馬助）

「小見」の方（継室）＝

「斎藤道三（利政）」



土岐頼芸・側室 浅井亮政・娘

側室 　近江の方

　深芳野（ﾐﾖｼﾉ）

＝

龍 興 …信長に攻められ、朝倉義景を頼るも、

　（生歿年不詳） 義 龍（ﾖｼﾀﾂ） （1548～1573）　　 織田軍との戦いで戦死

＝

(1527～1561）

斎藤道三（利政） 　深芳野の子。一色姓に。最期は病死

(1494～1556） 孫四郎（？～1555）＝

喜平治（？～1555）

　小見の方 利堯（ﾄｼﾀｶ）…織田信長から信忠の家臣に

　（1513～1551） 利治（1541～1582）…織田信長から信忠の家臣。本能寺の変で死

 娘 … 綾小路頼綱の妻

帰蝶（濃姫）　…　織田信長の正室（没年は諸説あり）

 娘 … 斎藤利三（明智光秀の重臣・家老＝春日局の父）の正室。

 娘 … 稲葉貞通（良通の嫡男、信長・秀吉の家臣）の正室。

その他、土岐頼香・土岐頼純・伊勢貞良の正室になった娘あり。

信 広 … 今川軍に生捕りされ、竹千代との交換に。斎藤義龍と謀反

（？～1574）  を画策するも失敗。最期は長島一揆で討ち死

 武田信玄の娘・信松尼と婚約

側室（他にも）

＝

織田 信秀 　吉乃（生駒氏） 信 忠 … 信長から家督相続され岐阜城主とな

（1511～1552） （1557～1582）　　 るも”本能寺の変”で自刃

＝
信 長 信 雄 … 信長、秀吉、家康、秀忠に仕える。

 土田御前 （1534～1582） （1558～1630）　　＝

信 孝 … のち柴田勝家と組むも、秀吉の命で

　１２男２女 　帰蝶（濃姫） （1558～1583）　　 信雄により自害させられた

　１１男１０女 蒲生氏郷・室、松平（徳川）信康・室、前田利

長・室、丹羽長重・室、秀吉・側室ら

信 勝（行）… 信長との家督争いの末、信長に謀殺される。（1558）

信 包（ﾉﾌﾞｶﾈ） … 信長の重鎮として転戦。のち秀吉・家康に。

お市の方　…　浅井長政の継室のち柴田勝家の正室

　　　　　 １３代将軍 三好長慶（1522～64）

１２代将軍 義 輝 　主君・細川晴元に反旗を翻して失脚

足利義晴 （1536～1565） 　させ、将軍・義晴、義輝を京から放逐

（1511～1550） １５代将軍        三好三人衆…将軍・義輝を暗殺＝

義 昭 　・三好長逸…三好一族の長老格

 近衛尚通・娘 （1537～1597） 　・三好宗渭…晴元、長慶の家臣

周 暠 　・岩成友通（？～1573）…長慶の奉行人

１４代将軍・義栄（1538～1568・病死）は、１１代将軍・義澄の孫


